
　
に
挙
戸
の
假
寓
に
段
し
れ
る
こ
ミ
を
等
を
遽
べ
、
第
九
出
猟
「
躍
μ
相
川
州
逸
見

　
な
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゐ
　
へ

の
安
針
塚
及
び
墨
戸
に
於
け
る
安
針
の
耀
骨
地
に
就
き
て
考
設
を
試
み
、
第

　
　
め
　
へ

十
章
鹸
論
ミ
・
し
て
安
政
の
開
國
並
F
日
英
の
同
盟
に
論
及
ゼ
リ
。
　
（
肩
凝
明

誠
館
書
店
搬
行
、
預
一
、
三
〇
）

　
　
　
　
　
を
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
⑳
貿
易
史
上
の
弔
事
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
村
上
勤
口
鄭
著

　
本
書
は
寛
永
鎖
國
以
前
挙
β
’
が
外
國
同
志
布
塊
ぎ
」
し
て
隆
盛
を
梅
め
れ
ろ

時
代
の
史
實
を
挙
白
簡
明
に
叙
蓮
・
し
れ
る
も
の
な
司
’
o
志
づ
奉
戸
が
古
写
朝

鮮
支
那
こ
の
交
題
の
要
路
に
曇
り
・
し
こ
ミ
よ
り
説
き
起
・
し
、
天
丈
年
間
補
萄

悌
オ
一
間
船
一
切
め
て
此
港
に
■
來
煽
り
・
一
事
幡
…
。
　
轡
旧
時
那
蘇
布
敏
の
状
究
等
を
乳
蓮
べ

次
で
葡
萄
牙
人
は
横
再
編
閏
を
纏
て
長
崎
に
移
り
、
李
戸
港
は
一
時
沈
静
に

無
し
れ
り
し
が
、
慶
長
年
同
…
槻
英
人
來
り
て
夕
空
に
商
館
を
潔
く
る
に
及
び

再
び
繁
華
に
赴
き
、
更
に
黒
餅
人
は
西
班
茅
葡
萄
オ
人
に
封
抗
ぜ
ん
が
爲
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
へ
　
も

防
禦
同
盟
を
結
び
、
開
戸
を
爾
國
聯
含
艦
隊
の
根
建
地
＆
な
し
、
二
戸
港
外

へ
　
ヘ
　
へ
　
し
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

岡
貿
易
の
全
盛
期
を
現
出
冠
・
し
・
ミ
」
よ
り
英
人
が
仁
人
ミ
の
競
孚
に
敗
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
リ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

間
も
無
く
日
本
を
去
り
、
次
で
西
班
牙
葡
萄
牙
の
蓮
蔚
禁
止
こ
な
り
，
蘭
人

に
n
口
豆
偏
｛
易
を
一
翼
占
琶
・
し
が
「
，
島
原
臨
後
幕
｛
崎
へ
移
さ
る
〉
に
及
び
て
、
　
挙

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も

戸
の
海
外
貿
易
全
く
臨
絶
す
る
に
搾
り
し
こ
ε
を
設
け
り
。
本
書
に
角
く
内

外
の
更
料
に
煎
り
、
此
問
の
愛
書
を
明
か
に
し
．
辣
に
英
圃
爾
商
館
貿
易
の
「

實
況
、
常
時
の
輸
入
品
及
び
細
螺
幣
、
叉
當
時
腿
行
は
れ
ぬ
る
雨
商
館
員
峯

厳
の
経
費
等
に
就
き
て
は
、
根
本
皮
料
に
幕
き
て
精
密
な
ろ
調
査
を
試
み
れ

第
二
旛
　
　
紹
介
　
　
濁

滋聖

日

る
所
、
著
者
薪
蝋
蓄
の
一
端
を
窺
ふ
べ
し
。
附
録
ミ
し
て
重
要
な
る
奥
料
二
十

八
種
を
揚
げ
．
、
且
つ
多
激
の
罵
眞
を
挿
入
・
し
，
讃
者
の
興
昧
を
深
か
ら
・
し
め

れ
り
。
（
日
本
學
衛
普
及
翻
倒
行
．
慣
一
、
五
〇
〔
以
上
出
撃
誠
之
…
助
〕

　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ら
　
へ
　
あ

　
　
　
　
⑳
聖
徳
太
子
傳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墳
野
黄
洋
著

　
水
書
は
碧
者
が
本
邦
の
歴
史
上
に
現
は
れ
た
ろ
鐵
多
の
偉
人
中
最
も
偉
大

電
黒
し
且
つ
最
も
誤
解
さ
れ
れ
リ
ビ
信
ず
る
聖
徳
太
子
の
眞
諏
目
を
擬
揮
ぜ

ん
こ
て
著
に
し
繋
る
も
の
な
り
。
是
よ
り
先
，
著
者
は
明
治
借
七
年
「
，
攣
徳

太
子
傳
」
を
公
に
亡
、
次
で
四
＋
一
年
其
再
版
こ
こ
て
「
培
訂
聖
徳
太
子
傳
」

を
出
ぜ
り
。
太
Ψ
輩
ロ
は
更
に
補
訂
を
加
へ
れ
る
の
r
∵
し
て
、
先
前
・
の
増
訂
版
ε

比
較
す
る
に
、
共
の
多
く
の
部
分
に
於
て
は
岡
絶
な
る
も
、
亦
所
々
主
要
な

る
貼
に
改
戴
を
施
し
六
る
も
の
あ
り
，
郎
ち
第
一
章
の
緒
論
は
此
札
を
彼
れ

の
至
章
奪
簡
騨
勢
獣
必
蜀
ミ
類
似
の
田
憲
毒
書
か
れ
れ
る
も
の

な
れ
こ
も
、
さ
き
に
は
國
・
奥
の
大
勢
を
大
化
改
薪
、
門
並
海
山
肘
創
立
，
明
治

維
薪
の
三
襟
劃
ミ
な
し
犬
る
に
、
此
に
は
大
化
改
新
ビ
明
治
の
維
新
ミ
を
以

て
國
臭
の
二
大
淀
新
な
リ
オ
闘
こ
て
、
聖
徳
太
子
の
地
位
を
以
イ
、
明
治
天
皇

ミ
比
較
む
れ
る
郊
き
に
、
其
の
一
例
に
し
て
、
議
論
は
蓬
か
に
前
者
の
天
れ

よ
り
も
樵
健
周
匝
な
ろ
を
礎
於
こ
む
。
第
八
章
太
子
前
後
の
佛
敏
は
彼
の
太

子
以
前
の
過
敏
よ
り
幽
で
六
る
も
の
な
ら
ん
も
、
殆
ん
ざ
前
者
ご
．
相
同
じ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
め
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
す
。
叉
…
塘
訂
版
の
第
二
章
奈
莫
の
佛
敏
的
丈
化
ほ
箭
除
也
ら
れ
て
、
太
書

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
も

じ
於
て
は
第
十
一
章
太
子
の
事
業
の
一
章
を
立
て
、
太
子
が
當
帯
鋸
獄
の
弊

第
三
號
　
一
四
三
　
（
五
一
四
）



第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
園

！い

1；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
へ

害
を
矯
正
ぜ
ん
れ
め
に
試
み
薫
る
禁
織
、
閥
史
の
濃
紫
、
池
蓋
開
緊
、
目
撃

へ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
も
　
　
へ

総
薪
の
奨
働
、
音
量
の
學
習
等
に
凡
て
蓮
ぶ
る
ぐ
」
こ
ろ
な
り
、
禽
附
属
、
・
」
亡

イ
、
聖
…
徳
太
干
物
思
法
略
解
二
馬
桶
を
新
六
ド
P
擁
へ
れ
儲
ワ
O
太
子
の
十
七
…
採
兜
芯
法
に

關
・
し
て
は
昨
年
岡
岡
正
之
氏
、
黒
板
博
士
相
図
い
で
典
研
究
を
狡
表
戸
ら
れ

乙
が
、
本
書
十
七
傑
憲
法
の
章
に
に
此
等
の
新
研
究
に
就
い
て
は
言
及
す
る

ε
こ
ろ
な
ご
ε
錐
も
．
附
錐
に
於
て
は
鰐
田
角
の
所
説
を
も
謬
酌
考
慮
し
て

筆
を
行
れ
り
。
倫
ほ
其
他
の
論
詰
申
に
も
小
補
正
を
な
し
六
る
灰
あ
り
、
引

朋
の
漢
丈
の
字
句
に
誼
み
易
き
襟
搾
り
盛
名
を
施
痴
る
等
ご
改
正
ぜ
ら
れ
六

る
ミ
こ
ろ
に
し
て
、
要
す
る
に
本
書
は
因
よ
り
全
く
凸
版
の
颪
目
を
更
め
れ

る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
れ
こ
も
潜
看
が
多
年
其
の
崇
悪
で
る
聖
徳
太
子
を
傳
す

る
潜
め
に
常
に
工
夫
を
怠
ら
ざ
る
を
見
ろ
べ
し
（
丙
午
出
版
魅
、
償
一
〇
Q
）

〔
薦
田
〕

　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ね
　
カ
　
　
も
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
劔
賀
茂
眞
淵
ご
本
居
宣
長
　
　
文
學
博
士
　
佐
々
米
信
綱
著

　
数
書
ぼ
蕃
者
が
最
近
二
三
年
間
に
濱
松
、
名
古
屋
、
松
坂
等
の
各
地
に
資

料
を
探
り
し
結
果
ミ
こ
イ
、
成
れ
る
臓
淵
、
宣
長
雨
翁
の
傳
記
學
問
に
關
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

論
議
小
晶
二
＋
篇
を
集
め
れ
る
も
の
な
り
。
前
者
に
關
・
し
て
は
縣
居
の
九
月

邪
∋
榔
，
聴
瀞
が
漣
静
鞭
、
齢
瀞
⑳
二
二
n
腱
い
賦
齢
樹
齢
び
漁
灘

撫
瀞
b
蜘
掛
，
齢
魯
鍛
静
鎗
宝
鱒
照
顧
μ
卦
紳
柳
欝
脚
塾
・
齢
潜
弐
｝

　
ヘ
　
へ
　
う
　
へ
　
　
　
を
　
ゆ
　
ゐ
　
ち
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
も
　
も
　
ヘ
　
へ

も十
一
言
の
歌
、
ふ
い
く
ろ
捗
及
び
眞
淵
の
遺
墨
の
十
篇
あ
り
、
後
者
に
闘
・
し

て
は
称
痴
祭
仏
、
出
自
割
勘
脚
．
筍
飼
訟
騨
野
趣
拠
輪
転
か
認

第
三
號
一
四
四
（
五
一
五
）

鯉
か
騨
ギ
劇
慰
涛
勢
陣
饗
瓢
轟
軌
ム
一
節
恰
　
一
命
蜘
欝
バ
、
艦
も
跡

セ
　
セ
　
カ
　
　
も
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
へ
　
　
し
　
も
　
　
も
　
セ
　
　
や
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
も
　
　
も
　
ヘ
　
ヤ

長
の
歌
肱
繭
、
磯
二
二
敏
郡
解
毒
…
殴
ぴ
職
泉
和
贋
の
心
旦
管
粥
の
十
篇
あ
り
。
こ
れ

ら
諸
篇
の
申
縣
措
の
九
月
十
三
梗
及
び
松
嫉
の
一
夜
の
二
篇
は
他
の
諸
論
文

ミ
稽
評
点
ハ
趣
を
異
に
・
し
、
多
ノ
、
想
像
を
交
へ
て
牌
歴
・
臭
小
設
の
膿
ミ
な
・
し
、
膏

入
を
し
て
寧
ろ
無
く
も
が
な
の
感
を
起
さ
し
む
。
そ
の
他
聞
篇
は
長
短
一
な

ら
ざ
れ
こ
も
、
何
れ
も
趣
味
ミ
慣
旗
ご
に
富
め
る
文
字
な
り
。
殊
に
蒙
庵
ミ

暴
淵
及
び
｛
且
長
郷
補
遺
中
の
｛
且
長
の
神
道
歌
論
に
偏
す
る
思
相
価
の
淵
源
の
如

き
ば
設
問
の
傳
統
を
考
・
ふ
ろ
上
に
参
考
ピ
な
る
も
の
な
る
べ
し
。
ふ
“
～
、
ろ

抄
は
眞
…
淵
が
四
人
の
女
弟
子
に
宛
イ
、
六
る
書
翰
集
「
ふ
ド
く
ろ
」
の
沁
録
に
・
し

て
．
、
眞
淵
の
尺
物
を
窺
ふ
べ
き
好
資
直
れ
り
。
叉
挑
薦
小
船
は
宣
長
の
著
に

し
て
學
界
未
知
の
も
の
、
石
上
私
淑
－
汚
の
勧
稿
本
な
り
ご
著
者
ほ
鐡
定
也
ら

れ
六
り
。
要
す
る
に
本
書
は
文
章
準
明
振
假
名
附
に
乙
て
通
俗
を
旨
“
」
し
六

れ
ざ
も
，
そ
の
記
事
斯
道
の
研
究
者
を
稗
斎
ず
る
こ
ε
多
大
塚
る
べ
こ
。
巻

頭
に
は
關
係
の
寓
翼
版
八
葉
を
挿
入
ぜ
り
。
（
東
京
市
京
橋
匿
量
器
町
†
入
番

錦、

]
落
堂
魔
野
僧
、
○
、
兎
○
）
（
古
田
〕

　
　
　
　
　
ぬ
　
も
　
ゼ
　
ヤ
　
へ

　
　
　
　
鱒
松
苧
不
昧
傳
　
　
　
　
三
賀
　
　
　
掻
平
家
編
韓
部
編
纂

　
出
雲
松
江
藩
に
於
け
る
近
世
の
名
主
こ
し
て
、
叉
茶
道
不
昧
流
の
開
組
ミ

し
蓋
高
・
椿
無
饗
の
傳
詑
に
乙
て
薄
藩
轟
諏
詠
の
夢
承
け

露
露
量
ま
て
こ
れ
を
編
纂
乙
塞
攣
為
誉
詞
慧
の
欝
を
経

れ
る
も
の
な
の
。
本
書
上
巻
ほ
巻
頭
雲
州
松
藁
家
國
主
略
表
、
松
李
不
昧
略


